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会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
峰
雄
（
永
陵
）

　

昨
年
の
総
会
の
議
決
を
経
ま
し
て
、
こ
の
度
、
近
畿
漢
詩
連
盟
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
佐
藤
峰
雄
で

ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
綿
力
薄
材
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
漢
詩
文
化
・
文
人
文
化
継
続
発
展
の
た
め
、
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

　

今
後
は
山
内
前
会
長
を
は
じ
め
新
役
員
の
諸
先
生
そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
会
運
営
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、「
近
畿
漢
詩
連
盟
会
報
」
も
２４
回
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
会
報
と
い
う
形
式
を
と
り
つ
つ
、
新
た
に

「
会
員
の
漢
詩
集
」
と
い
う
形
式
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

幸
い
に
、
予
想
を
上
回
る
百
人
以
上
の
玉
作
が
集
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

若
い
人
た
ち
の
投
稿
が
多
く
、
特
に
小
学
生
の
投
稿
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
応
募
作
品
の
中
に
は
「
近
畿
漢
詩
連

盟
作
詩
基
準
」
か
ら
は
少
し
逸
脱
す
る
作
品
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
作
者

の
詩
意
を
尊
重
し
て
、
そ
の
ま
ま
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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掲
載
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
作
品
の
平
等
性
を
鑑

み
、
役
員
・
会
員
の
順
を
廃
し
て
五
十
音
順
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り

充
実
し
た
会
報
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
の
近
畿
漢
詩
連
盟
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、「
吟
行
会
」
や
「
研
修
会
」
等
を
企
画
し
、
会
員

皆
様
に
喜
ば
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
会
員
の
増
加
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

近畿漢詩連盟組織図

近畿漢詩連盟
会長　佐藤

広報 （会報・
  ホームページ） 会長　佐藤

研修部 理事　本田

事務局長・会計 理事　前田

全漢連窓口 理事　見寄、中西

大阪
理事
楠野

京都
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鵜野

兵庫
理事
見寄

滋賀
理事
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奈良
理事
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和歌山
理事
未定
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荒
井
み
ど
り

飯
田
正
仁

　

新
年
作

梅
花
鶯
語
草
堂
春

小
院
耽
吟
月
半
輪

客
到
茶
煙
有
炉
上

祝
盤
共
楽
賀
正
人

　

春
眠

煙
雨
寂
無
声

深
更
夢
亦
平

幽
庭
花
落
否

傍
枕
待
新
晴

　

新
年
の
作

梅
花　

鶯
語　

草
堂
の
春

小
院　

吟
に
耽
れ
ば　

月
半
輪

客
到
り
て　

茶
煙　

炉
上
に
有
り

祝
盤　

共
に
楽
し
む　

賀
正
の
人

　

春
眠

煙
雨　

寂
と
し
て
声
な
く

深
更　

夢　

亦
平
ら
か
な
り

幽
庭　

花
落
つ
る
や
否
や

枕
に
傍
い
て　

新
晴
を
待
つ
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石
翁　

石
野
容
三

　

百
事
委
風
塵

陋
屋
年
将
暮

清
貧
白
髪
新

光
陰
如
此
早

百
事
委
風
塵

　

百
事　

風
塵
に
委
ね
ん

陋
屋　

年　

将
に
暮
れ
ん
と
す

清
貧　

白
髪
新
た
な
り

光
陰　

此か
く

の
如
き
早
け
れ
ば

百
事　

風
塵
に
委
ね
ん

今
西　

進

　

散
歩
道

雨
過
雲
去
四
隣
暉

桂
林
離
宮
翠
映
輝

一
坐
優
然
心
気
爽

伴
妻
畔
路
踏
芼
帰

　

散
歩
道

雨
過
ぎ
て　

雲
去
り　

四
隣
暉
き

桂
林
の
離
宮　

翠　

輝
に
映は

え
る

一
坐　

優
然　

心
気
爽
や
か
に

妻
を
伴
い　

畔
路　

芼
を
踏
み
て
帰
す
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春
嵐　

植
田
隆
三

　

山
寺
観
楓

山
寺
尋
来
箕
面
郷

如
燃
霜
葉
映
斜
陽

停
笻
朗
誦
樊
川
句

尽
日
清
遊
世
事
忘

　

山
寺
観
楓

山
寺
尋
来
る　

箕
面
郷

燃
が
如
く
霜
葉　

斜
陽
に
映
ず

笻
を
停
て
朗
誦　

樊
川
の
句

尽
日
清
遊
し
て　

世
事
を
忘
る

　

臼
田
諄
司

　

山
寺
観
楓

古
刹
山
門
扣
木
扉

巨
巌
黙
坐
圧
周
囲

老
楓
繁
衍
誇
紅
葉

竜
虎
相
和
満
院
輝

　

山
寺
観
楓

古
刹
の
山
門　

木
扉
を
扣
く

巨
巌　

黙
坐
し　

周
囲
を
圧
す

老
楓　

繁
衍
し　

紅
葉
を
誇
る

竜
虎　

相
和
し　

満
院
輝
く
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高
正　

鵜
野
高
資

　

年
賀

仰
見
西
山
連
翠
微

村
墟
古
社
繡
衣
囲

昏
迷
世
相
憂
多
難

偏
願
安
寧
礼
拝
帰

　

年
賀

仰
ぎ
見
る　

西
山　

翠
微
を
連
ね

村
墟
の
古
社　

繡
衣
囲
む

昏
迷
の
世
相　

多
難
を
憂
い

偏
え
に
安
寧
を
願
い
て　

礼
拝
し
て
帰
る

延
彩　

宇
都
宮
登
美
江

　

春
日
遊
山
寺　

山
門
老
樹
礼
空
王

塵
外
深
閑
向
艶
陽

叢
林
春
禽
清
浄
地

松
風
謖
謖
俗
情
忘

　

春
日
遊
山
寺

山
門
老
樹　

空
王
に
礼
す

塵
外
深
閑
と
し
て　

艶
陽
に
向
う

叢
林
春
禽　

清
浄
の
地

松
風　

謖
謖　

俗
情
を
忘
る
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浦
澤
嘉
子

　

秋
暮
散
策

村
荘
細
菊
一
庭
香

 

山
頂
飛
鳶
麗
夕
陽

 

歩
歩
林
間
鳴
鹿
散

趣
時
処
処
惜
秋
光

　

秋
暮
散
策

村
荘
の
細
菊　

一
庭
香
し

山
頂
の
飛
鳶　

夕
陽
麗
ら
か
な
り

林
間
を
歩
々
す
れ
ば　

鳴
鹿
散
じ

趣
時　

処
処
に
あ
り　

秋
光
を
惜
し
む

大
串
み
と

　

新
秋
吟

月
光
処
処
満
乾
坤

故
国
江
山
草
樹
繁

欲
語
無
言
只
多
感

新
涼
風
爽
坐
幽
軒

　

新
秋
吟

月
光　

処
処　

乾
坤
に
満
ち

故
国
の
江
山　

草
樹
繁
し

語
と
欲
し
て
言
な
し　

只　

感
多
し

新
涼　

風
爽
や
か
に
し
て　

幽
軒
に
坐
す
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大
久
保
貫
山

　

初
夏
草
堂

野
竹
幽
蔭
遠
市
廛

雨
余
春
尽
昼
蕭
然

時
聞
檐
下
風
鈴
響

唯
倚
人
間
不
用
禅

　

初
夏
草
堂

野
竹
の
幽
蔭　

市
廛
遠
く

雨
余　

春
尽
き
て　

昼　

蕭
然
た
り

時
に
聞
く　

檐
下　

風
鈴
の
響
く
を

唯
だ
倚
る　

人
間　

不
用
の
禅

　

菖
直　

大
坪
好
徳

　

御
題
「
和
」

伝
聞
妄
動
閲
風
波

世
事
紛
紛
凝
想
多

可
患
闘
争
随
処
起

唯
偏
静
穏
祈
平
和

　

御
題
「
和
」

伝
え
聞
く
妄
動　

風
波
を
閲
す

世
事　

紛
紛　

凝
想
多
し

患
え
る
可
し
闘
争　

随
処
に
起
り

唯
だ
偏
に
静
穏　

平
和
を
祈
る
の
み
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岡
田
晴
美

　

黒
部
堰
堤
避
暑

懸
崖
渓
谷
緑
陰
鮮

突
兀
放
流
如
瀑
布

与
友
弄
風
忘
酷
暑

彩
虹
喜
得
仰
山
巓

　

黒
部
堰
堤
避
暑

懸
崖
の
渓
谷　

緑
陰
鮮
や
か
に

突
兀
た
る
放
流　

瀑
布
の
如
し

友
と
風
を
弄
す
れ
ば　

酷
暑
を
忘
れ

彩
虹　

喜
び
得
て　

山
巓
を
仰
ぐ

　

風
声　

小
川
弘
二

　

山
寺
観
楓

山
峰
層
塁
白
雲
深

曲
曲
登
来
古
刹
潯

石
径
回
頭
楓
樹
錦

遥
望
勝
景
散
秋
陰

　

山
寺
観
楓

山
峰　

層
塁
た
り　

白
雲
深
し

曲
曲　

登
り
来
る　

古
刹
の
潯

石
径　

回
頭
す　

楓
樹
の
錦

遥
か
に
望
む
勝
景　

秋
陰
を
散
ず
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奥
田
美
穂

　

秋
夜
吟

雨
余
林
径
自
清
涼

依
旧
苔
痕
一
草
堂

独
坐
酔
吟
孤
月
下

故
人
偶
到
夜
焼
香

　

秋
夜
吟

雨
余
の
林
径　

自
ず
か
ら
清
涼

旧
に
依
る　

苔
痕　

一
草
の
堂

独
り
坐
し　

孤
月
の
下
に
酔
吟
す
れ
ば

故
人　

偶
た
ま
到
り
て　

夜　

香
を
焼
く

敞
新
風　

鹿
児
島
秀
夫

　

秋
夜
偶
感

秋
風
瑟
瑟
早
涼
生

月
透
紗
窓
夜
色
清

灯
火
可
親
耽
玩
読

桂
花
一
笑
使
人
驚

　

秋
夜
偶
感

秋
風　

瑟
瑟　

早
涼
生
じ

月
は
紗
窓
に
透
り
て　

夜
色
清
し

灯
火　

親
し
む
可
く　

玩
読
に
耽
る

桂
花　

一
笑　

人
を
し
て
驚
か
使
む
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菖
関　

梶
田
孝
道

　

御
題
「
和
」

今
朝
迎
歳
自
為
欽

更
以
希
望
互
礼
深

盟
友
和
親
心
爽
快

歓
談
笑
語
勝
千
金

　

御
題
「
和
」

今
朝　

歳
を
迎
え
て　

自
ず
か
ら
欽
を
為
す

更
に
希
望
を
以
て　

互
礼
深
し

盟
友　

和
親
な
り　

心　

爽
快

歓
談　

笑
語
し
て　

千
金
に
勝
る
を

竹
泉　

片
岡
和
子

　

述
懐

偏
慳
歳
月
日
披
書

自
識
依
然
腹
笥
虚

傍
在
幼
孫
如
一
笑

破
顔
我
亦
斂
眉
舒

　

述
懐

偏
え
に
歳
月
を
慳
し
て　

日
に
書
を
披
く
も

自
ら
識
る　

依
然
と
し
て　

腹
笥
虚
し
き
を

傍
に
幼
孫
在
り
て　

一
笑
す
る
が
如
し

破
顔　

我
も
亦　

斂
眉
舒
ぶ
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勝
本
公
子

　

晩
秋
訪
友

早
晨
来
訪
故
人
家

黄
菊
嫣
然
満
短
垣

楓
葉
翩
翩
当
好
日

吟
詩
煎
茗
笑
言
温

　

晩
秋
友
を
訪
ぬ

早
晨　

来
訪
す　

故
人
の
家

黄
菊　

嫣
然
と
し
て　

短
垣
に
満
つ

楓
葉　

翩
翩　

当
に
好
日
な
る
べ
し

詩
を
吟
じ　

茗
を
煎
れ
ば　

笑
言
温
か
な
り

加
藤
初
恵

　

早
春
感
偶

今
迎
壮
健
頌
禧
春

拝
謝
天
恩
感
更
新

立
志
欲
窮
貞
静
徳

雄
心
無
累
弄
毫
人

　

早
春
感
偶

今
迎
え
る　

壮
健　

禧
春
に
頌
す

天
恩
に
拝
謝
し　

感　

更
に
新
な
り

志
を
立
て　

窮
め
ん
と
欲
す　

貞
静
の
徳

雄
心　

累
無
く　

毫
人
を
弄
す



− 13 −

加
茂
と
み
こ

　

月
夜
郎
君
烹
飪

蒸
気
騰
騰
肌
白
柔

粗
餐
包
子
味
優
優

褒
辞
喜
喜
君
朧
月

天
鏡
明
明
華
髪
愁

　

月
夜
の
郎
君　

烹
飪
す
る

蒸
気
は
騰
騰　

肌
は
白
く
柔
ら
か

包
子
は
粗
餐
に
し
て　

味　

優
優
た
り

褒
辞
に
喜
喜
す
る　

君
は
朧
月

天
鏡
は
明
明
す　

華
髪
が
愁
う

雲
周　

川
浦
吉
和

　

観
楓

日
和
出
戸
四
囲
閑

携
杖
襲
衣
登
故
山

鳥
瞰
頂
高
楓
樹
彩

時
平
心
究
忘
塵
寰

　

観
楓

日
和
や
か
に
し
て
戸
を
出
る　

四
囲
閑
た
り

杖
を
携
え
衣
を
襲
ね　

故
山
に
登
る

頂
高
よ
り
鳥
瞰
す
る　

楓
樹
の
彩
り

時
に
平
心
究
ま
り　

塵
寰
を
忘
る
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川
勝
芳
三

　

偶
感

回
頭
八
十
有
餘
年

苦
楽
人
生
歳
月
遷

老
至
功
名
空
未
得

守
身
知
足
意
悠
然

　

偶
感

頭
を
回
ら
せ
ば　

八
十
有
餘
年

苦
楽
の
人
生　

歳
月
遷
る

老
至
り
て　

功
名　

空
し
く
未
だ
得
ず

身
を
守
り　

足
を
知
り
て　

意
悠
然
た
り

　

青
峯　

川
島
峯
子

　

探
梅
雑
詠

春
郊
十
里
雨
晴
天

破
蕾
紅
葩
帯
野
煙

不
背
佳
人
幽
雅
極

清
心
勃
勃
染
詩
箋

　

探
梅
雑
詠

春
郊　

十
里　

雨
晴
る
る
の
天

蕾
を
破
る
紅
葩　

野
煙
を
帯
ぶ

背
か
ず
佳
人　

幽
雅
の
極
む
る
を

清
心　

勃
勃　

詩
箋
を
染
む



− 15 −

河
村
澄
子

　

暑
日
読
書

炎
蒸
日
午
南
柯
夢

醒
悟
唯
聞
童
稚
呼

独
坐
風
簷
涼
一
味

清
閑
繙
巻
是
吾
娯

　

暑
日
読
書

炎
蒸
の
日
午　

南
柯
の
夢

醒
悟
し　

唯
だ
聞
く　

童
稚
の
呼
ぶ
を

独
り
風
簷
に
坐
せ
ば　

涼
一
味

清
閑　

巻
を
繙
と
く
は　

是
れ
吾
が
娯
し
み

川
村
良
子

　

秋
夜
吟

良
宵
喞
喞
草
虫
周

庭
上
芬
芬
桂
気
幽

白
露
侵
衣
秋
夜
永

回
頭
万
頃
月
光
流

　

秋
夜
吟

良
宵　

喞
喞　

草
虫
周
く

庭
上　

芬
芬　

桂
気
幽
な
り

白
露　

衣
を
侵
し　

秋
夜
永
く

頭
を
回
ら
せ
ば　

万
頃　

月
光
流
る
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菊
池
睦
子

　

述
懐

早
晨
散
策
看
連
峰

秋
去
村
園
霜
気
濃

葉
尽
寒
来
帰
一
寂

何
知
排
悶
後
凋
松

　

述
懐

早
晨　

散
策
し
て　

連
峰
を
看
る

秋
去
り
て　

村
園　

霜
気
濃
か
な
り

葉
尽
き　

寒
来
り
て　

一
寂
に
帰
す

何
ぞ
知
ら
ん　

悶
を
排
す　

後
凋
の
松

雲
臥　

北
尾
正
樹

　

承
志

翰
墨
揮
毫
朋
友
多

仲
秋
寧
楽
秀
吟
羅

生
涯
詩
作
惟
遺
訓

天
火
同
人
詠
頌
歌

　

承
志

翰
墨　

揮
毫　

朋
友
多
し

仲
秋
の
寧
楽　

秀
吟
羅
な
る

生
涯　

詩
作　

惟
れ
遺
訓

天
火
同
人　

頌
歌
を
詠
ぜ
ん
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木
谷
和
雄

　

祖
山
安
居
三
十
周
年

老
木
垂
条
古
仏
宮

鐘
声
隠
隠
渡
長
空

星
霜
三
十
如
残
夢

釣
月
耕
雲
感
慨
中

　

祖
山
安
居
三
十
周
年

老
木　

条
を
垂
る　

古
仏
宮

鐘
声　

隠
隠
と
し
て　

長
空
を
渡
る

星
霜　

三
十　

残
夢
の
如
く

釣
月　

耕
雲　

感
慨
の
中

鷺
冠　

北
村
恭
一

　

観
楓

洛
陽
東
岳
永
観
堂

院
裏
秋
深
映
夕
陽

満
目
紅
楓
無
限
好

焚
香
古
刹
是
仙
郷

　

観
楓

洛
陽　

東
岳　

永
観
堂

院
裏　

秋
深
く
し
て　

夕
陽
に
映
え
る

満
目
の
紅
楓　

限
り
無
く
好
く

香
を
焚
く
古
刹　

是
仙
郷



− 18 −

木
村
眞
由
美

　

祝
結
婚

山
光
水
色
楽
残
春

湖
上
双
舟
出
港
晨

鳳
凰
和
鳴
花
影
静

蓬
莱
風
伯
結
婚
姻

　

結
婚
を
祝
す

山
光　

水
色　

残
春
を
楽
し
み

湖
上
の
双
舟　

港
を
出
る
の
晨

鳳
凰　

和
鳴
し
て　

花
影
静
か
に

蓬
莱
の
風
伯　

婚
姻
を
結
ぶ

木
村
輝
美

　

天
橋
立

分
海
沙
汀
一
路
通

千
年
松
樹
画
屛
中

秋
光
吟
屐
遅
遅
緩

追
艇
白
鷗
西
又
東

　

天
橋
立

海
を
分
つ
沙
汀　

一
路
通
じ

千
年
の
松
樹　

画
屛
の
中

秋
光
の
吟
屐　

遅
遅
と
し
て
緩
く

艇
を
追
う
白
鷗　

西
又
東
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木
村
繭
美

　

晩
秋
訪
紀
州

蒼
天
映
海
一
望
平

南
橘
山
容
秋
気
清

坐
待
夕
陽
風
籟
爽

潮
光
点
点
釣
舟
横

　

晩
秋　

紀
州
を
訪
ぬ

蒼
天　

海
に
映
じ
て　

一
望
平
ら
か
に

南
橘
の
山
容　

秋
気
清
し

坐
ろ
に
夕
陽
を
待
て
ば　

風
籟
爽
や
か
に

潮
光　

点
点　

釣
舟
横
た
わ
る

櫛
谷
元
紀

　

中
秋
看
月

檐
馬
丁
東
木
葉
飄

虫
声
満
地
自
蕭
寥

挙
頭
円
鏡
明
如
昼

白
兎
跳
梁
到
半
宵

　

中
秋
看
月

檐
馬
丁
東　

木
葉
飄
が
え
り

虫
声
地
に
満
る
も　

自
ら
蕭
寥

頭
を
挙
ぐ
れ
ば
円
鏡　

明
き
こ
と
昼
の
如
し

白
兎　

跳
梁　

半
宵
到
る
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小
杉
る
い

　

故
園
懐
旧

叡
山
雲
散
悠
然
在

霜
葉
両
岸
縹
緲
堤

草
屋
荒
涼
人
已
去

須
臾
感
旧
石
橋
西

　

故
園
懐
旧

叡
山　

雲
散
じ
て　

悠
然
と
し
て
在
り

霜
葉
の
両
岸　

縹
緲
の
堤

草
屋　

荒
涼
と
し
て　

人
已
に
去
り

須
臾　

旧
を
感
ず　

石
橋
の
西

久
保
澄す

晴ば
る

　

流
星

東
風
草
木
十
分
春

五
五
三
三
歩
歩
人

又
見
天
空
無
月
夜

流
星
山
上
一
詩
親

　

流
れ
星

東
風　

草
木　

十
分
の
春

五
五　

三
三　

歩
歩
の
人

又
見
る
天
空　

無
月
の
夜

流
星　

山
上　

一
詩
親
し
む

（
小
学
四
年
）
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五
代
文
男

　

早
春
偶
成

茅
屋
春
回
早

鶯
声
梅
一
枝

江
南
天
地
好

買
酔
月
来
時

　

早
春
偶
成

茅
屋　

春
回
る
こ
と
早
く

鶯
声　

梅
一
枝

江
南　

天
地
好
く

酔
を
買
い
て　

月
来
る
時

琴
泉　

小
林
順
子

　

牽
牛
花

昨
夜
双
星
離
別
情

今
朝
花
上
涙
盈
盈

風
檐
独
坐
虫
声
細

秋
自
牽
牛
籬
落
生

　

牽
牛
花

昨
夜　

双
星　

離
別
の
情

今
朝　

花
上　

涙
盈
盈
た
り

風
檐　

独
り
坐
せ
ば　

虫
声
細
し

秋
は
牽
牛
の
籬
落
よ
り
生
ず
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小
筆
鳳
外

　

風
懐

斜
陽
曖
曖
聴
残
蜩

野
客
施
施
伴
寂
寥

馥
郁
桂
華
秋
興
洞

遠
山
遥
望
坐
良
宵

　

風
懐

斜
陽　

曖
曖　

残
蜩
を
聴
き

野
客　

施
施　

寂
寥
を
伴
う

馥
郁
た
る
桂
華　

秋
興
洞ふ

か

く

遠
山
遥
か
に
望
ん
で　

良
宵
に
坐
す

瑞
峰　

小
松
康
一

　

歳
晩
市
塵

迎
宵
已
整
万
灯
紅

旗
店
連
軒
酔
客
充

路
上
摩
肩
談
笑
溢

一
城
鬧
熱
颺
寒
空

　

歳
晩
市
塵

宵
を
迎
え
已
に
整
う　

万
灯
紅
な
り

旗
店　

軒
を
連
ね　

酔
客
充
つ

路
上　

肩
を
摩
し　

談
笑
溢
れ

一
城
の
鬧
熱　

寒
空
に
颺
る
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斉
藤
記
代
子

　

登
夏
山

求
涼
登
友
比
良
山

積
翠
花
蹊
心
自
閑

風
冷
過
襟
幽
鳥
叫

白
雲
片
片
是
仙
寰

　

夏
山
に
登
る

涼
を
求
め
友
と
登
る　

比
良
の
山

積
翠　

花
蹊　

心
自
ず
か
ら
閑
な
り

風
冷
や
か
に
襟
を
過
ぎ　

幽
鳥
叫
び

白
雲　

片
片
た
り　

是
れ
仙
寰

西
面
和
子

　

江
上
遇
吟

青
波
十
里
櫓
声
鳴

垂
楊
流
蛍
江
上
行

明
月
煌
煌
秋
已
近

清
風
徐
到
一
身
軽

　

江
上
遇
吟

青
波　

十
里　

櫓
声
鳴
き

垂
楊　

流
蛍　

江
上
に
行
く

明
月　

煌
煌
と
し
て　

秋
已
に
近
く

清
風　

徐
に
到
れ
ば　

一
身
軽
し
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兗️
綜　

坂
本
敏
一

　

炉
辺
読
書

冬
夜
沈
沈
寒
意
生

炉
辺
添
炭
一
瓶
烹

独
繙
史
巻
興
無
限

灯
火
不
眠
耽
目
耕

　

炉
辺
書
を
読
む

冬
夜　

沈
沈　

寒
意
生
ず

炉
辺　

炭
を
添
え　

一
瓶
烹
る

独
り
史
巻
を
繙
き　

興
限
り
無
く

灯
火
眠
ら
ず　

目
耕
に
耽
る

澹
水　

坂
口
康
一

　

感
秋

喞
喞
虫
声
聴
古
堂

秋
庭
白
輝
桂
花
香

樹
間
眺
月
幽
玄
刻

独
楽
夜
長
芳
酒
觴

　

秋
を
感
ず

喞
喞
た
る
虫
声　

古
堂
に
聴
き

秋
庭　

白
く
輝
き　

桂
花
香
る

樹
間　

月
を
眺
め
る　

幽
玄
の
刻

独
り
夜
の
長
き
を
楽
し
む　

芳
酒
の
觴
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桃
菊　

坂
口
鶴
亀

　

梅
雨
待
友

模
糊
細
雨
破
窓
侵

日
夕
軽
寒
夏
未
深

為
友
設
筵
茶
可
煮

待
望
啄
啄
扣
門
音

　

梅
雨
友
を
待
つ

模
糊
た
る
細
雨　

破
窓
を
侵
す

日
夕　

軽
寒　

夏
未
だ
深
か
ら
ず

友
の
為
に
筵
を
設
え　

茶
煮
る
べ
し

待
ち
望
む
啄
啄
と　

門
を
扣
く
の
音崎

山
邦
子

　

中
秋
賞
月

十
三
夜
月
寄
欄
干

庭
院
西
風
琴
独
弾

未
到
報
書
人
健
否

桂
花
散
尽
思
無
端

　

中
秋
賞
月

十
三
夜
月　

欄
干
に
寄
り

庭
院　

西
風　

琴
独
り
弾
く

未
だ
到
ら
ず
報
書　

人
健
な
る
や
否
や

桂
花　

散
じ
尽
し
て　

思　

端
な
し
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雲
淑　

佐
々
木
淑
子

　

晩
霽
見
蛍

信
歩
消
憂
晩
霽
庭

微
風
含
湿
緑
苔
香

曖
然
竹
裏
湛
涼
気

隠
映
軽
飛
惚
見
蛍

　

晩
霽
蛍
を
見
る

歩
に
信
せ
て
消
憂　

晩
霽
の
庭

微
風　

湿
を
含
ん
で　

緑
苔
香
る

曖
然
た
る
竹
裏　

涼
気
を
湛
え

隠
映　

軽
飛　

惚
と
し
て
蛍
を
見
る

永
陵　

佐
藤
峰
雄

　

元
旦
対
鏡

烏
兔
匆
匆
徒
七
秩

随
雲
従
水
一
身
閑

元
朝
兀
坐
対
明
鏡

半
有
温
顔
半
醜
顔

　

元
旦　

鏡
に
対
す

烏
兔　

匆
匆　

徒
に
七
秩
な
れ
ど

雲
に
随
い
水
に
随
い
て　

一
身
閑
た
り

元
朝　

兀
坐
し
て　

明
鏡
に
対
す
れ
ば

半
ば
温
顔
あ
り　

半
ば
醜
顔
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澤
村
宗
一

　

寿
新
春

几
頭
筆
硯
恵
風
吹

先
慶
三
元
自
詠
詩

米
寿
身
生
唯
足
夢

前
途
習
習
酔
金
卮

　

新
春
を
寿
ぐ

几
頭
の
筆
硯　

恵
風
吹
き

先
ず
三
元
を
慶
し
て　

自
ら
詩
を
詠
ず

米
寿
の
身
生　

唯
だ
夢
め
足
り

前
途　

習
習　

金
卮
に
酔
う

州
蓉　

高
橋
順
子

　

緑
陰
読
書

鶯
語
声
声
新
緑
繁

白
藤
引
蔓
坐
南
軒

吟
朋
相
会
繙
書
巻

拈
句
論
詩
忘
世
煩

　

緑
陰
読
書

鶯
語　

声
声　

新
緑
繁
く

白
藤　

蔓
を
引
い
て　

南
軒
に
坐
す

吟
朋　

相
い
会
し
て　

書
巻
を
繙
く

句
を
拈
り　

詩
を
論
じ
て　

世
煩
を
忘
る
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梢
蘭　

田
中
知
子

　

賽
靖
国
神
社

二
百
万
余
無
限
悲

妙
年
尊
命
涙
如
糸

遺
書
遺
影
帰
心
切

感
謝
平
和
留
一
時

　

靖
国
神
社
を
賽
す

二
百
万
余　

無
限
の
悲
し
み

妙
年　

尊
命　

涙
糸
の
如
し

遺
書　

遺
影　

帰
心
切
な
り

平
和
に
感
謝
し
て　

留
ま
る
こ
と
一
時

谷　

玄
康

　

新
歳
偶
感

迎
得
令
和
歳
甲
辰

爽
涼
旭
日
浄
無
塵

老
梅
不
仮
東
風
力

香
気
満
天
禅
寺
春

　

新
歳
偶
感

迎
え
得
た
り　

令
和　

甲
辰
の
年

爽
涼
の
旭
日　

浄
く
塵
無
し

老
梅　

東
風
の
力
を
仮
り
ず

香
気　

天
に
満
つ　

禅
寺
の
春
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田
畑
明
彦

　

春
朝
偶
感

万
桜
歴
乱
泛
瑤
池

垂
柳
揺
風
春
緑
時

坐
聴
嫩
鶯
声
咋
咋

今
朝
佳
気
有
心
期

　

春
朝
偶
感

万
桜　

歴
乱
し
て　

瑤
池
に
泛
び

垂
柳　

風
に
揺
れ
る　

春
緑
の
時

坐
し
て
聴
く　

嫩
鶯　

声
咋
咋
た
る
を

今
朝
の
佳
気　

心
期
有
り

雲
郷　

田
村　

 

功　

　

迎
杖
朝
有
感

退
職
忘
憂
二
十
年

加
齢
不
識
杖
朝
天

祝
詞
同
好
我
驚
駭

賦
詠
交
歓
残
日
円

　

杖
朝
を
迎
え
て
感
有
り

退
職
忘
憂　

二
十
年

加
齢
識
ら
ず　

杖
朝
の
天

同
好
の
祝
詞　

我
驚
駭

賦
詠　

交
歓　

残
日
円
な
り
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白
遊　

堤　

清
子

　

初
冬
遇
吟

霜
舗
郊
外
入
初
冬

秋
去
前
庭
落
葉
重

今
夕
如
何
寒
尚
薄

老
躯
一
啜
茗
香
濃

　

初
冬
遇
吟

霜
舗
く
郊
外　

初
冬
に
入
り

秋
去
る
前
庭　

落
葉
重
な
る

今
夕　

如
何
ぞ　

寒
尚
薄
く

老
躯　

一
啜
す
れ
ば　

茗
香
濃
や
か
な
り

雲
楽　

堂
本
甚
太
郎

　

難
波
橋

難
波
人
屋
葦
茎
焚

宅
宇
黒
楹
興
火
薫

獅
子
橋
傍
娘
出
産

煤
妻
可
愛
倍
思
君

　

難
波
橋

難
波　

人
屋
に
て　

葦
茎
焚
き

宅
宇
の
黒
楹　

火
薫
を
興
す

獅
子　

橋
傍　

娘
出
産

煤
妻　

可
愛
く　

倍
ま
す
ま
す

君
を
思
う
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嶺
北　

中
島
俊
克

　

聴
雨

竹
屋
無
聊
臥
看
雲

幽
庭
寂
寂
雨
花
薫

黄
昏
閑
酌
檐
声
細

倚
机
詩
成
一
炷
焚

　

雨
を
聴
く

竹
屋　

無
聊　

臥
し
て
雲
を
看
る

幽
庭　

寂
寂　

雨
花
薫
る

黄
昏　

閑
酌
す
れ
ば　

檐
声
細
や
か
な
り

机
に
倚
れ
ば　

詩
成
り
て　

一
炷
を
焚
く

國
峰　

中
西　

倭

　

暁
起
聞
鶯

寒
村
暁
起
白
梅
横

一
朶
玲
瓏
映
水
明

此
境
中
心
真
絶
景

遊
人
共
聴
野
鶯
鳴

　

暁
起
鶯
を
聞
く

寒
村　

暁
起
す
れ
ば　

白
梅
横よ

こ

た
い

一
朶　

玲
瓏
と
し
て　

水
に
映
じ
て
明
ら
か
な
り

此
の
境　

心
に
中あ

た

り
て　

真
に
絶
景

遊
人　

共
に
聴
か
ん　

野
鶯
の
鳴
く
を
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中
村
清
寿

　

嵐
山
晩
秋

嵐
山
渓
澗
板
橋
霜

流
水
晶
晶
穿
石
光

紅
樹
晩
秋
看
不
尽

人
間
俗
事
暫
時
忘

　

嵐
山
晩
秋

嵐
山
の
渓
澗　

板
橋
の
霜

流
水　

晶
々
と
し
て　

石
を
穿
い
て
光
る

紅
樹
の
晩
秋　

看
れ
ど
尽
き
ず

人
間
の
俗
事　

暫
時
忘
る

西
口　

唯

　

秋
夜
吟

浅
紅
山
影
夕
陽
収

月
下
涼
風
桂
気
幽

可
惜
多
情
眠
未
就

時
能
酌
酒
共
清
遊

　

秋
夜
吟

浅
紅
の
山
影　

夕
陽
収
ま
り

月
下
の
涼
風　

桂
気
幽
な
り

惜
し
む
べ
し　

情
多
く
し
て　

眠
未
だ
就
ら
ず
を

時
に
能
く　

酒
を
酌
ん
で
共
に
清
遊
せ
ん
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足
人　

根
本
み
き
こ

　

秋
日
偶
成

西
郊
早
暁
歩
清
霜

池
畦
黄
花
独
自
芳

時
聴
松
間
禽
唱
響

紅
塵
百
慮
暫
時
忘

　

秋
日
偶
成

西
郊
の
早
暁　

清
霜
を
歩
せ
ば

池
畦
の
黄
花　

独
り
自
ず
か
ら
芳
ば
し

時
に
聴
く　

松
間　

禽
唱
の
響

紅
塵　

百
慮　

暫
時
忘
る

野
田
三
郎

　

中
秋
対
月

金
風
颯
颯
一
天
秋

雲
去
西
郊
白
兎
浮

回
首
故
山
千
里
外

独
懐
朋
友
奈
郷
愁

　

中
秋　

月
に
対
す

金
風　

颯
颯　

一
天
の
秋

雲
は
西
郊
に
去
り
て　

白
兎
浮
ぶ

首
を
回
ら
せ
ば　

故
山　

千
里
外

独
り
朋
友
を
懐
い
て　

郷
愁
を
奈
せ
ん
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野
村
悦
子

　

毘
沙
門
堂
節
分
会

蒼
穹
甍
宇
五
雲
中

院
落
香
台
瑞
気
籠

燠
燠
醴
漿
思
逝
水

儺
儺
聚
萃
送
春
風

　

毘
沙
門
堂　

節
分
会

蒼
穹　

甍
宇　

五
雲
の
中

院
落　

香
台　

瑞
気
籠
む

燠
燠
た
る
醴
漿　

逝
水
を
思
い

儺
儺
た
る
聚
萃　

春
風
を
送
る萩

原
伊
玖
子

　

白
崎
海
岸

蒼
天
碧
海
共
相
融

皎
皎
奇
岩
鷹
舞
空

舟
揺
金
波
映
斜
日

独
洗
雑
念
笑
潮
風

　

白
崎
海
岸

蒼
天　

碧
海　

共
に
相
融
け

皎
皎
た
る
奇
岩　

鷹　

空
に
舞
う

舟
は
金
波
に
揺
れ
て　

斜
日
に
映
じ

独
り
雑
念
を
洗
い
て　

潮
風
に
笑
う
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雲
外　

橋
本
征
一

　

秋
宵
作
詩

戸
外
蛩
声
秋
気
充

今
宵
澄
月
景
熊
熊

牀
前
独
坐
耽
詩
作

並
句
推
敲
八
十
翁

　

秋
宵
詩
を
作
る

戸
外
の
蛩
声　

秋
気
充
ち

今
宵　

澄
月　

景
熊
熊

牀
前　

独
坐
し　

詩
作
に
耽
り

句
を
並
べ
推
敲
す　

八
十
の
翁

橋
野
裕
文

　

小
春
吟

初
寒
愛
日
白
雲
重

朔
水
茶
花
翠
色
濃

曝
背
南
軒
鶏
犬
静

小
春
已
看
旧
時
容

　

小
春
吟

初
寒
の
愛
日　

白
雲
重
な
り

朔
水
の
茶
花　

翠
色
濃
や
か
な
り

曝
背
の
南
軒　

鶏
犬
静
か
に

小
春　

已
に
看
る　

旧
時
の
容
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長
谷
川
左
多

　

新
年
初
懐

幽
窓
冷
気
早
朝
閭

池
畔
鯉
跳
看
藻
疎

驚
竹
微
風
水
紋
発

新
禧
鶏
旦
老
姿
余

　

新
年
初
懐

幽
窓
の
冷
気　

早
朝
の
閭

池
畔　

鯉
跳
ね
て　

藻
の
疎
な
る
を
看
る

竹
を
驚
か
す
微
風　

水
紋
発
し

新
禧
の
鶏
旦　

老
姿
余
す

服
部
あ
さ
子

　

雨
後
閑
日

小
庭
寂
寂
落
花
繁

今
夕
軽
寒
郭
外
村

初
見
荷
風
疎
雨
過

煮
茶
静
坐
避
塵
喧

　

雨
後
閑
日

小
庭　

寂
寂　

落
花
繁
く

今
夕
の
軽
寒　

郭
外
の
村

初
め
て
見
る
荷
風　

疎
雨
過
ぎ

茶
を
煮　

静
か
に
坐
し
て　

塵
喧
を
避
く
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徠
山　

原　
　

肇

　

冬
夜
偶
吟

寒
灯
明
滅
漏
声
遅

独
坐
空
斎
冷
透
肌

遮
莫
頽
唐
吟
骨
瘦

瀹
茶
一
啜
又
敲
詩

　

冬
夜
偶
吟

寒
灯　

明
滅
し
て　

漏
声
遅
く

空
斎
に
独
坐
す
れ
ば　

冷　

肌
を
透
る

遮
莫　

頽
唐
し
て　

吟
骨
瘦
る
も

瀹
茶　

一
啜　

又
た
詩
を
敲
く

日
根
野
　

卓

　

除
夜
鐘
声

寒
空
凍
樹
歳
除
中

微
雪
村
郊
古
梵
宮

賽
客
偏
希
身
尚
健

鐘
声
百
八
待
春
風

　

除
夜
鐘
声

寒
空
の
凍
樹　

歳
除
の
中

微
雪
の
村
郊　

古
梵
宮

賽
客　

偏
に
身
の
尚
お
健
な
る
を
希
い

鐘
声　

百
八　

春
風
を
待
つ
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平
木
寿
寿
美

　

御
室
逍
遥

仰
見
羊
腸
径

全
山
尽
霜
楓

尊
顔
八
十
八

恭
有
仏
龕
中

　

御
室
逍
遥

仰
ぎ
見
れ
ば　

羊
腸
の
径

全
山　

尽
く
霜
楓

尊
顔　

八
十
八

恭
し
く
仏
龕
の
中
に
有
り

広
瀬
幸
子

　

秋
夜
偶
成

虫
声
処
処
夜
闌
干

月
白
蕭
条
天
地
寛

漠
漠
追
憶
朋
友
信

千
秋
往
事
思
無
端

　

秋
夜
偶
成

虫
声　

処
処　

夜　

闌
干

月
は
白
く　

蕭
条
と
し
て　

天
地
寛
し

漠
漠　

追
憶　

朋
友
の
信

千
秋
の
往
事　

思
い
端
な
し
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藤
田
彩
月

　

甲
辰
元
旦
作

歳
朝
旭
日
拝
明
時

賽
社
催
詩
坐
喫
茶

何
料
能
州
天
地
動

落
橋
割
野
破
長
陂

　

甲
辰
元
旦
作

歳
朝
の
旭
日　

明
時
に
拝
し

社
に
賽
し　

詩
を
催
し
て　

坐
に
茶
を
喫
す

何
ぞ
料
ら
ん
や　

能
州　

天
地
動
き
て

橋
を
落
し　

野
を
割
き　

長
陂
を
破
る
と
は

法
貴
博
光

　

玉
魄
満
山
川

秋
冷
沈
沈
夜

風
吹
雲
散
天

楓
紅
同
正
好

玉
魄
満
山
川

　

玉
魄　

山
川
に
満
つ

秋
冷
や
か
に　

沈
沈
た
る
夜

風
吹
き
て　

雲　

天
に
散
ず

楓
紅　

同
に
正
に
好
く

玉
魄　

山
川
に
満
つ
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堀　

牧
子

　

拝
王
右
軍
翰
墨

春
風
十
里
夢
猶
存

事
事
恍
然
歩
賜
園

書
翰
当
優
思
不
尽

臨
池
為
黒
坐
南
軒

　

王
右
軍
の
翰
墨
を
拝
す

春
風　

十
里　

夢
猶
お
存
じ

事
事　

恍
然
と
し
て　

賜
園
を
歩
む

書
翰　

当
に
優
な
る
べ
し　

思
い
尽
き
ず

池
に
臨
ん
で
、
黒
と
為
し　

南
軒
に
坐
す

本
多
佳
奈

　

春
日
逍
遥

行
尋
水
寺
緑
苔
新

塔
影
鐘
声
柳
映
津

嫋
嫋
爽
風
梨
雪
散

惜
花
賞
月
酔
帰
人

　

春
日
逍
遥

行
々
水
寺
を
尋
ぬ
れ
ば　

緑
苔
新
に

塔
影　

鐘
声　

柳　

津
に
映
ず

嫋
嫋
た
る
爽
風　

梨
雪
散
じ

花
を
惜
み　

月
を
賞
す　

酔
帰
の
人
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湖
舟　

本
田
裕
志

　

肥
後
大
震
災

災
禍
襲
来
驚
十
方

山
川
崩
壊
水
雲
郷

深
更
寒
気
無
眠
食

余
震
再
三
人
絶
腸

　

肥
後
大
震
災

災
禍
襲
来　

十
方
驚
く

山
川
崩
壊
す　

水
雲
の
郷

深
更
の
寒
気　

眠
食
な
く

余
震
再
三　

人
腸
を
絶
つ

前
田
正
子

　

宝
寺
節
分
会

鳥
雀
群
飛
寒
気
中

早
梅
含
笑
梵
王
宮

払
邪
招
福
喚
春
祭

四
海
斎
弥
平
治
風

　

宝
寺
節
分
会

鳥
雀　

群
飛
す　

寒
気
の
中

早
梅　

笑
を
含
む　

梵
王
宮　

邪
を
払
い　

福
を
招
い
て　

春
を
喚
ぶ
祭

四
海　

斎
し
く
弥
る　

平
治
の
風
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升
方
恵
子

　

月
夜
読
書

前
庭
虫
語
満
清
秋

月
照
桂
花
孤
雁
流

樹
竹
映
窓
耽
夜
読

新
寒
入
袂
転
催
愁

　

月
夜
読
書

前
庭
の
虫
語　

清
秋
に
満
ち

月
は
桂
花
を
照
ら
し　

孤
雁
流
る

樹
竹　

窓
に
映
じ
て　

夜
読
に
耽
り

新
寒　

袂
に
入
り
て　

転
た
愁
を
催
す

松
山
侑
弘

　

雨
中
聴
簷
鈴

蕭
蕭
曉
雨
湿
苔
庭

穆
穆
老
椿
芲
易
零

不
管
春
天
曇
亦
霽

禅
堂
独
坐
聴
簷
鈴

　

雨
中　

簷
鈴
を
聴
く

蕭
蕭
た
る
曉
雨　

苔
庭
を
湿
し

穆
穆
た
る
老
椿　

花　

零
ち
易
し

管
せ
ず　

春
天　

曇
亦
霽

禅
堂　

独
り
坐
し
て　

簷
鈴
を
聴
く
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三
木　

毅

　

早
春
探
梅

寒
風
吹
過
一
村
晨

枯
木
枝
頭
見
美
人

初
識
乾
坤
春
已
至

悠
然
漫
歩
自
清
新

　

早
春
探
梅

寒
風　

吹
き
過
ぐ　

一
村
の
晨

枯
木
の
枝
頭　

美
人
を
見
る

初
め
て
識
る
乾
坤　

春
已
に
至
る
を

悠
然　

漫
歩
し
て　

自
清
新
た
り 三

浦
昭
爾

　

訪
知
覧
特
攻
平
和
会
館

特
攻
出
撃
決
心
覊

奉
母
遺
書
暗
涙
垂

烈
士
献
身
徒
死
極

過
行
所
在
可
深
思

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
ぬ

特
攻
の
出
撃　

決
心
の
覊

母
に
奉
ぐ　

遺
書
に　

暗
涙
垂
る

烈
士
の
献
身　

徒
死
の
極

過
行
の
所
在　

深
く
思
う
べ
し
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三
崎
知
子

　

村
家
晩
春

孤
村
麦
浪
若
清
漣

四
望
鯉
旗
泳
碧
天

読
去
詩
書
心
自
爽

新
茶
静
喫
夕
陽
前

　

村
家
晩
春

孤
村
の
麦
浪　

清
漣
の
若
く

四
望
の
鯉
旗　

碧
天
を
泳
ぐ

詩
書
を
読
み
去
れ
ば　
心　
自
ず
か
ら
爽
や
か
な
り

新
茶　

静
か
に
喫
す　

夕
陽
の
前

緑
新
風　

三
島
弘
孝

　

偶
感

葉
上
蝸
牛
歩
不
軽

梅
霖
鬱
鬱
暗
雲
横

人
生
八
十
無
功
績

駑
馬
雖
遅
任
意
行

　

偶
感

葉
上
の
蝸
牛　

歩
軽
か
な
ら
ず

梅
霖　

鬱
鬱　

暗
雲
横
た
わ
る

人
生
八
十　

功
績
な
し

駑
馬
遅
し
と
雖
も　

意
に
任
せ
て
行
か
ん
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摂
卓　

水
野　

卓

　

迎
新
年

新
正
迎
得
瑞
雲
新

食
餅
傾
杯
詩
酒
親

淑
気
欣
欣
初
日
上

身
辺
物
換
守
清
貧

　

新
年
を
迎
う

新
正　

迎
え
得
て　

瑞
雲
新
な
り

餅
を
食
し
杯
を
傾
け　

詩
酒
に
親
し
む

淑
気　

欣
欣　

初
日
上
る

身
辺　

物
換
る
も　

清
貧
を
守
る

頌
彩　

溝
垣
弘
子

　

夏
日
偶
成

長
天
雨
洗
早
涼
生

山
静
無
人
歩
午
晴

靉
靉
積
雲
風
有
影

消
閑
最
好
只
蝉
声

　

夏
日
偶
成

長
天　

雨
は
洗
っ
て　

早
涼
生
ず

山
静
か
に　

人
無
く　

午
晴
に
歩
す

靉
靉
た
る　

積
雲　

風
に
影
あ
り

消
閑　

最
も
好
し　

只
だ
蝉
声
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簑
島
訓
子

　

閑
日
娯
春

曲
肱
午
日
望
青
霄

徂
春
牡
丹
猶
未
凋

蝶
舞
鶯
鳴
新
翠
滴

薫
風
一
路
白
雲
飄

　

閑
日
娯
春

肱
を
曲
げ
る
午
日　

青
霄
を
望
み

徂
春
の
牡
丹　

猶
お
未
だ
凋
ま
ず

蝶
は
舞
い　

鶯
鳴
い
て　

新
翠
滴
た
り

薫
風
の
一
路　

白
雲
翻
る

梢
慶　

三
保
和
美

　

新
秋
即
時

山
嶺
黎
明
碧
落
柔

爽
風
撫
頬
感
初
秋

作
群
遊
鳥
向
江
舞

婉
転
詩
情
心
自
悠

　

新
秋
即
時

山
嶺
の
黎
明　

碧
落
柔
ら
か
に

爽
風　

頬
を
撫
で　

初
秋
を
感
ず

群
を
作
す
遊
鳥　

江
に
向
か
い
て
舞
い

婉
転
た
る
詩
情　

心
自
ず
か
ら
悠
な
り
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江
月　

三
宅
貴
江

　

晩
秋
独
酌

晩
秋
湖
上
月
蒼
蒼

瑟
瑟
虫
声
夜
更
長

酌
酒
泛
英
彭
沢
興

題
詩
幽
室
菊
花
香

　

晩
秋
独
酌

晩
秋
の
湖
上　

月
蒼
蒼

瑟
瑟
た
る
虫
声　

夜
更
長
し

酒
を
酌
み
英
を
泛
か
べ
る　

彭
沢
の
興

詩
を
幽
室
に
題
し　

菊
花
香
し

稲
村　

見
寄
権
次
郎

　

看
狂
花

凝
陰
日
午
似
春
華

乗
興
曳
筇
村
路
斜

残
柿
色
丹
群
鳥
噪

寒
梢
白
玉
是
桜
花

　

狂
花
を
看
る

凝
陰
の
日
午　

春
華
に
似
た
り

興
に
乗
じ
て　

筇
を
曳
け
ば　

村
路
斜
め
な
り

残
柿　

色
丹
く　

群
鳥
噪
ぎ

寒
梢
の
白
玉　

是
れ
桜
花
な
り
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村
林
由
貴

　

春
朝

煙
靄
湿
鶯
声

寛
然
花
満
城

無
人
唯
静
謐

坐
榻
待
清
晴

　

春
朝

煙
靄　

鶯
声
を
湿
し

寛
然
と
し
て　

花　

城
に
満
つ

無
人　

唯　

自
ず
か
ら
静
か
に

榻
に
坐
し　

清
晴
を
待
つ

雲
颯　

森　

順
道

　

新
年
偶
作

乾
坤
自
改
日
曈
曈

惟
願
安
寧
椒
酒
中

七
十
余
年
雖
莫
績

一
吟
精
励
気
魂
隆

　

新
年
偶
作

乾
坤
自
ら
改
ま
る　

日
曈
曈

惟
願
う
安
寧　

椒
酒
の
中

七
十
余
年　

績
な
し
と
雖
ど
も

一
吟
精
励
し
て　

気
魂
隆
し
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常
峰　

森
岡
常
又

　

登
夏
山

盟
友
同
行
挑
夏
山

道
程
険
阻
甚
難
攀

乱
呼
我
額
淋
漓
汗

立
頂
驚
歎
蒼
莽
間

　

夏
山
に
登
る

盟
友
同
行
し　

夏
山
に
挑
む

道
程
険
阻
に
し
て　

甚
だ
攀
じ
難
し

呼
は
乱
れ
我
の
額　

淋
漓
の
汗

頂
に
立
ち
驚
歎　

蒼
莽
の
間

森
川
珠
房

　

上
墓
秋
日

紅
葉
村
荘
小
径
斜

一
庭
閑
発
一
黄
花

清
香
漾
漾
重
陽
節

上
墓
先
人
秋
色
嘉

　

上
墓
秋
日

紅
葉
の
村
荘　

小
径
斜
め
な
り

一
庭　

閑
か
に
発
く　

一
黄
花

清
香　

漾
漾　

重
陽
の
節

先
人
に
上
墓
す
れ
ば　

秋
色
嘉
し



− 50 −

紫
暹　

森
下
泰
行

　

看
菊
花

豪
華
姸
麗
菊
千
茎

玉
蕊
方
開
香
気
盈

愛
育
丹
誠
歓
不
浅

重
陽
招
友
酔
秋
栄

　

看
菊
花

豪
華　

姸
麗　

菊
千
茎

玉
蕊
方
に
開
き　

香
気
盈
つ

愛
育
丹
誠　

歓
び
浅
か
ら
ず

重
陽
に
友
を
招
き　

秋
栄
に
酔
う柳

井
孝
三

　

中
秋
賞
月

猿
沢
周
遊
池
上
辺

亭
亭
三
五
月
明
天

客
愁
吟
子
詩
成
処

夜
坐
金
風
復
晏
然

　

中
秋
賞
月

猿
沢　

周
遊　

池
上
の
辺

亭
亭
た
る
三
五　

月
明
の
天

客
愁
の
吟
子　

詩
成
る
処

夜　

金
風
に
坐
し
て　

復
晏
然
た
り
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雲
慧　

山
中
照
子

　

城
北
菖
蒲
園

薫
風
吹
遍
搖
菖
蒲

清
艶
芳
姿
花
弁
濡

雨
余
別
格
景
観
麗

城
北
公
園
興
不
孤

　

城
北
菖
蒲
園

薫
風
吹
き
遍
く　

菖
蒲
を
揺
ら
し

清
艶
芳
姿　

花
弁
濡
う

雨
余
別
格　

景
観
麗
わ
し
く

城
北
公
園　

興
孤
な
ら
ず

山
根
比
佐
子

　

新
旦
口
号

昨
夜
匆
匆
塵
俗
裏

今
朝
晃
晃
喜
齢
春

千
門
万
戸
和
歓
宴

酌
酒
賦
詩
思
更
新

　

新
旦
口
号

昨
夜　

匆
匆　

塵
俗
の
裏

今
朝　

晃
晃　

喜
齢
の
春

千
門
万
戸　

歓
宴
に
和
し

酒
を
酌
み
詩
を
賦
せ
ば　

思
い
更
に
新
な
り
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鎗
尾
尚
美

　

雨
中
懐
友

黄
梅
時
節
雨
濛
濛

庭
院
蕭
然
人
影
空

隠
几
廻
頭
雲
樹
念

思
君
一
筆
寄
詩
筒

　

雨
中
懐
友

黄
梅
の
時
節　

雨
濛
濛
た
り

庭
院　

蕭
然　

人
の
影
空
し

几
に
隠
り
て
頭
を
廻
ら
せ　

雲
樹
の
念

君
を
思
い　

一
筆　

詩
筒
に
寄
す

山
本
由
加
利

　

歳
晩
偶
感

歳
除
門
巷
朔
風
寒

月
下
幽
庭
竹
映
欄

酔
聴
鐘
声
有
余
興

雖
貧
不
曲
楽
無
官

　

歳
晩
偶
感

歳
除
の
門
巷　

朔
風
寒
く

月
下
の
幽
庭　

竹　

欄
に
映
ず

酔
い
て
聴
く　

鐘
声　

余
興
あ
り

貧
と
雖
ど
も　

曲
せ
ず　

無
官
を
楽
し
む
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陽
泉　

横
山
陽
子

　

桂
花
香

村
荘
処
処
至
新
涼

懐
旧
往
時
傾
一
觴

携
友
共
遊
秋
五
彩

好
風
嫋
嫋
桂
花
香

　

桂
花
香

村
荘　

処
処　

新
涼
に
至
り

往
時
を
懐
旧
し
て
一
觴
を
傾
く

友
を
携
え
共
に
遊
ぶ　

秋
五
彩

好
風　

嫋
嫋
と
し
て　

桂
花
香
し

吉
岡
み
ゆ
き

　

禾
穂
与
与

西
郊
晴
朗
近
重
陽

満
地
揺
風
禾
穂
黄

唯
問
古
人
何
処
佇

正
祈
与
与
歳
豊
穣

　

禾
穂
与
与

西
郊　

晴
朗
に
し
て　

重
陽
近
く

満
地　

風
に
揺
れ
て　

禾
穂
黄
な
り

唯
だ
問
う
古
人　

何
処
に
か
佇
ま
ん

正
に
祈
ら
ん　

与
与
と
し
て　

歳
豊
の
穣
な
る
を
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雲
岳　

米
田
洋
一

　

杖
朝

早
春
二
月
草
初
萌

一
路
探
梅
午
歩
晴

有
限
人
生
天
許
所

吾
齢
八
十
仰
光
明

　

杖
朝

早
春
二
月　

草
初
め
て
萌
え

一
路
探
梅　

午
歩
晴
れ
る

有
限
の
人
生　

天
許
す
所

吾
齢
八
十　

光
明
を
仰
ぐ

学
松　

吉
永
学
弘

　

秋
社
祭

雀
跳
滞
穂
穀
収
天

賽
社
行
人
屐
響
聯

絢
爛
山
車
連
太
鼓

歓
呼
吹
笛
是
豊
年

　

秋
社
祭

雀
は
滞
穂
に
跳
る　

穀
収
の
天

賽
社
の
行
人　

屐
響
聯
な
る

絢
爛
た
る
山
車
に
連
太
鼓

歓
呼　

吹
笛　

是
れ
豊
年
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甲
藍　

依
藤
秩
帆

　

秋
社

江
山
気
爽
午
風
涼

田
圃
燦
然
新
稲
香

少
婦
丁
男
娯
社
日

囂
囂
鼓
笛
遶
村
長

　

秋
社

江
山　

気
爽
か
に
し
て　

晩
風
涼
し

田
圃　

燦
然
と
し
て　

新
稲
香
し

少
婦　

丁
男　

社
日
を
娯
し
み

囂
囂
た
る
鼓
笛　

村
を
遶
り
て
長
し

慧
邦　

渡
邉
正
則

　

重
陽
即
事

千
姿
菊
発
値
重
陽

満
地
清
澄
晩
節
香

双
親
既
逝
少
知
己

我
独
登
高
望
故
郷

　

重
陽
即
事

千
姿
菊
発
い
て　

重
陽
に
値
う

満
地
清
澄　

晩
節
香
し

双
親
既
に
逝
き
て　

知
己
少
な
れ
ど

我
独
り
高
き
に
登
り　

故
郷
を
望
む
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近
畿
漢
詩
連
盟
令
和
五
年
度
総
会
　
五
月
二
十
六
日
於
ク
レ
オ
大
阪
⻄
　
講
演

『
河
内
名
所
図
会
』
の
漢
詩

　
　
　
ー
生
駒
山
人
の
詠
ん
だ
河
内
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
稲
法
子
（
に
い
な
　
の
り
こ
）

　

中
国
で
は
も
ち
ろ
ん
、
我
が
国
で
も
名
所
を
漢
詩
に
詠
ん
で
い
ま
す
。
名
所
を
訪
れ
た
と
き
、
名
作
を
思
い
浮
か
べ
て
味

わ
い
、
と
き
に
口
ず
さ
ん
で
み
る
の
は
、
漢
詩
に
親
し
ん
で
い
る
者
の
楽
し
み
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
各
地
の
名
所
図
会
は
、
名
所
を
解
説
す
る
際
に
現
在
で
も
引
用
さ
れ
る
書
物
で
す
が
、
そ
の
精

緻
な
挿
絵
に
は
、
し
ば
し
ば
名
所
に
ち
な
ん
だ
和
歌
や
俳
諧
、
漢
詩
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
『
河
内
名
所
図
会
』

の
挿
絵
に
記
さ
れ
た
漢
詩
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
江
戸
時
代
の
版
本
を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
画
像
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

『
河
内
名
所
図
会
』
は
、『
都
名
所
図
会
』
で
江
戸
時
代
に
名
所
図
会
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
秋
里
籬
島
が
一
八
〇
一
年
に

刊
行
し
た
名
所
図
会
の
一
つ
で
す
。
七
言
二
句
も
一
首
と
数
え
る
と
、
挿
絵
に
は
漢
詩
が
五
首
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
和
歌
は
十
五
首
、
発
句
が
二
十
八
首
で
合
計
四
十
八
首
で
す
。
発
句
が
多
い
の
は
籬
島
が
俳
人
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

芭
蕉
や
蝶
夢
の
作
の
他
、
自
ら
の
作
を
九
首
用
い
て
い
ま
す
。
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籬
島
は
漢
詩
を
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
、
河
内
を
代
表
す
る
漢
詩
人
、
生
駒
山
人
の
『
生
駒
山
人
詩
集
』
を
繙
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
巻
二
の
葛
城
山
、
二
子
山
（
二
上
山
）、
巻
四
の
大
和
川
築
留
、
稲
田
桃
林
の
挿
絵
に
添
え
ら
れ
た
生
駒
山

人
の
作
は
、『
生
駒
山
人
詩
集
』
巻
七
の
「
河
内
八
景
」
と
い
う
連
作
の
一
部
だ
か
ら
で
す
。

　

生
駒
山
人
は
一
七
一
二
年
に
河
内
の
日
下
村
の
庄
屋
、
森
長
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は
勝
二
郎
、
新

助
、
真
蔵
。
漢
詩
人
と
し
て
は
生
駒
山
人
の
名
で
知
ら
れ
、
日
下
世
傑
、
孔
文
雄
（
孔
は
孔く

舎さ

衙か

を
中
国
風
に
修
姓
し
た
も
の
）

と
も
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
十
一
歳
で
大
坂
の
商
家
野
里
屋
の
養
子
に
な
り
ま
し
た
が
、
商
売
が
性
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
二
十
二
歳
の
と
き
日
下
村
に
戻
り
、
四
十
一
歳
で
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

『
生
駒
山
人
詩
集
』
に
は
河
内
の
自
然
と
暮
ら
し
を
美
し
く
詠
み
上
げ
た
作
品
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。『
河
内
名
所
図

会
』
巻
二
「
葛
城
山
」
に
記
さ
れ
た
の
は
、「
河
内
八
景
」
で
は
「
葛
城
雪
擁　

葛
城
雪
擁
す
」
と
題
す
る
一
首
。

寒
日
微
微
行
雁
閒　
　

寒
日　

微
微　

行
雁
間
な
り

千
尋
雪
擁
葛
城
山　
　

千
尋　

雪
擁
す
葛
城
山

朝
來
倘
遇
孤
溪
上　
　

朝
来　

倘も
し　

孤
渓
の
上
に
遇
は
ば

有
客
扁
舟
訪
友
還　
　

客
有
り
て
扁
舟
友
を
訪
ひ
て
還
へ
ら
ん

　

雪
に
蔽
わ
れ
た
葛
城
山
、
ま
ば
ら
に
飛
ん
で
い
く
雁
。
朝
方
、
谷
川
を
行
く
船
が
あ
る
な
ら
ば
、
友
を
訪
ね
て
帰
る
旅
人

だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
四
十
七
や
『
蒙
求
』「
子
猷
尋
戴
」
に
よ
っ
て
伝
わ
る
王
子
猷
の
故
事
を
踏
ま
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え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
雪
の
日
、
酒
を
飲
み
詩
を
吟
じ
て
い
た
王
子
猷
は
、
ふ
と
友
人
戴
安
道
に
会
い
た
く
な
り
、
小
舟
で
山
陰
か
ら
剡
ま
で

の
距
離
を
そ
の
宅
に
向
か
い
ま
す
。
し
か
し
、
門
に
到
る
と
会
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
引
き
返
し
た
の
で
す
。
い
ぶ
か
し
む
人
に
、

子
猷
は
、
興
に
乗
じ
て
行
き
、
興
が
尽
き
て
帰
る
ま
で
と
答
え
た
と
か
。

　

す
べ
て
の
音
が
白
い
雪
に
吸
い
込
ま
れ
た
静
寂
の
中
、
音
も
な
く
進
む
一
艘
の
小
舟
。
究
極
の
風
流
の
世
界
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

巻
四
「
稲
田
桃
林
」
も
「
河
内
八
景
」
の
う
ち
の
一
首
で
す
。

誰
家
年
少
野
村
西　
　

誰
が
家
の
年
少
ぞ
野
村
の
西

沙
岸
停
舟
路
欲
迷　
　

沙
岸
舟
を
停
め
て
路
迷
は
ん
と
欲
す

十
里
桃
淋
花
未
落　
　

十
里
の
桃
淋
花
未
だ
落
ち
ず

始
知
身
到
武
陵
溪　
　

始
め
て
知
る
身
は
武
陵
溪
に
到
る
か
と

　

稲
田
村
の
桃
は
江
戸
時
代
に
は
京
大
坂
に
出
荷
さ
れ
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
洪
水
な
ど
で
次
第
に
姿
を
消
し

ま
し
た
が
、
近
年
地
元
の
方
た
ち
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は
第
二
寝
屋
川
沿
い
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い

る
よ
う
で
す
。
生
駒
山
人
が
詠
ん
だ
こ
ろ
は
「
十
里
の
桃
林
」
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
桃
源
郷
と
い
え
る
風
景
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
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陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
は
、「
武
陵
」
の
漁
師
が
舟
で
川
の
路
に
迷
い
、「
桃
花
の
林
」
を
過
ぎ
、
社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ

て
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
を
発
見
す
る
お
話
で
す
。
生
駒
山
人
は
明
ら
か
に
稲
田
村
を
こ
う
い
っ
た
場
所
へ
と
続
く

桃
林
に
見
立
て
て
い
ま
す
。
舟
に
乗
っ
て
い
る
の
が
大
坂
方
面
か
ら
来
た
人
た
ち
と
す
れ
ば
、
桃
林
を
抜
け
た
所
に
住
む
河

内
の
人
々
は
、
陶
淵
明
の
描
く
村
人
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
二
首
を
含
め
、「
河
内
八
景
」
は
次
の
八
つ
の
名
所
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
河
内
八
景
」
と
い
う
題

は
「
瀟
湘
八
景
」
に
倣
っ
た
も
の
で
、
日
本
各
地
で
「
八
景
」
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
河
内
八
景
」
の
四
首
に
つ
い
て
は
、
月
、
雪
、
雁
、
鐘
と
い
う
文
字
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
瀟
湘
八
景
」
で
対
応

す
る
も
の
が
推
測
で
き
ま
す
（「
瀟
湘
夜
雨
」「
山
市
晴
嵐
」「
漁
村
夕
照
」「
遠
浦
帰
帆
」
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。）

　
　

河
内
八
景　
　
　
　
　
　
　
瀟
湘
八
景

　

「
駒
嶽
雲
横
」（
生
駒
山
）

　

「
二
丈
月
升
」（
二
上
山
）
…
…
洞
庭
秋
月

　

「
葛
城
雪
擁
」（
葛
城
山
）
…
…
江
天
暮
雪

　

「
倭
水
雁
落
」（
大
和
川
）
…
…
平
沙
落
雁

　

「
南
山
烟
斜
」（
高
尾
山
）

　

「
高
安
鐘
鳴
」（
高
安
の
里
）
…
煙
寺
晩
鐘

　

「
稲
田
桃
華
」（
稲
田
村
）
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「
天
河
流
遠
」（
天
野
川
）

　

四
天
王
寺
大
学
日
本
学
科
漢
字
文
化
学
ゼ
ミ
で
は
「
河
内
漢
詩
漢
文
名
所
づ
く
り
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
お

り
、
大
学
の
サ
イ
ト
で
「
二
丈
月
升
」「
倭
水
雁
落
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
も
っ
と
広
く
行

わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

関
西
は
歴
史
の
古
い
名
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
名
所
図
会
の
先
駆
け
と
な
っ
た
『
都
名
所
図
会
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

『
和
泉
名
所
図
会
』『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
、
名
所
図
会
は
関
西
の
名
所
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
の
挿
絵
は
観
光
案
内

な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
挿
絵
に
記
さ
れ
た
文
字
は
読
ま
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

日
頃
漢
詩
に
親
し
ん
で
い
る
皆
様
方
が
、
こ
う
い
っ
た
名
所
図
会
を
片
手
に
名
所
を
訪
れ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
漢
詩
を
積

極
的
に
紹
介
し
て
下
さ
る
よ
う
、
切
に
望
み
ま
す
。

近畿漢詩連盟令和 5 年度総会
5/26 於クレオ大阪西

「生駒山人の詠んだ河内」
　　　　　　　講演風景
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
厚
生
労

働
省
が
発
表
し
た
２
０
２
３
年
の
令

和
４
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
男
の

平
均
寿
命
は
81・05
年
、
女
の
平
均
寿

命
は
87
・
09
年
で
す
。

　

女
性
75
歳
の
平
均
余
命
は
15
・
67

年
、
男
性
の
平
均
余
命
は
1２
・
0４
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
も
高
齢
化
の
社
会
現
象
の

真
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。
願
わ
く
は

元
気
に
楽
し
く
年
を
重
ね
た
い
も
の

で
す
。

　

認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
に「
達
成

感
を
味
わ
う
」「
他
人
と
交
流
す
る
」

な
ど
の
知
的
活
動
は
脳
に
良
い
刺
激

と
な
り
有
効
な
予
防
法
と
な
る
そ
う

で
す
。

　

近
畿
漢
詩
連
盟
で
の
会
員
各
位
の

闊
達
な
る
活
動
こ
そ
認
知
予
防
対
策

の
有
効
な
る
解
で
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

本
誌
出
版
に
際
し
会
員
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
本
号
が
完
成
致
し
ま
し

た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
会
報
1３
号
以
来
２３
号
ま
で
を

担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。
能
田
会
長

よ
り
会
報
の
版
下
作
成
を
依
頼
さ
れ

て
よ
り
山
内
会
長
２３
号
ま
で
を
担
当

し
て
参
り
ま
し
た
。
本
号
を
も
ち
ま

し
て
新
任
の
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
致

し
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
っ
て
こ
こ
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
野
田
三
郎
）

編
集
後
記



近
畿
漢
詩
連
盟
会
報　

第
２４
号

令
和
六（
二
〇
二
四
）
年
四
月
一
日　

第
一
刷
発
行

発
行
人　
　
　

近
畿
漢
詩
連
盟

〒
六
一
七
︱
〇
八
二
五

長
岡
京
市
一
文
橋
一
︱
一
〇
︱
四
三
︱
六
五
一

電
話　

〇
九
〇
︱
五
二
四
七
︱
六
三
七
三

編
集
責
任
者　

会
長　

佐
藤
峰
雄

印
刷　

京
都
市
洛
南
障
害
者
授
産
所

　
　
　

電
話 

〇
七
五
︱
六
七
一
︱
八
四
三
九
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